
 

 

１．学習の到達目標 

１ 近代以降の様々な文章を読み、文章を読む楽しさを味わい読書に親しむ。 

２ 国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高める。 

３ 言語感覚を磨き、言語文化に対する理解を深める。 

４ 国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。 

 

２．学習の評価 

評価の観点 関心･意欲･態度 読む能力 知識・理解 

評価の規準 国語や言語文化に対

する関心を深め、国語

を尊重してその向上

を図り、進んで表現し

たり理解したりする

とともに、伝え合おう

とする。 

自分の考えを深めたり

発展させたりしなが

ら、目的に応じて様々

な文章を的確に読み取

ったり読書に親しんだ

りする。 

表現と理解に役立て

るための音声文法、表

記、語句、語彙、漢字

等を理解し、知識を身

につけている。 

評価の方法 
授業態度、学習の取り組み状況、課題・宿題・ノートなどの提出物の状況、

定期考査、基礎力テストなどを総合的に判断して評価します。 

３．教科からのメッセージ 

人間は言葉によって思考します。言葉を理解する能力は人間の知的活動の根幹となるもの

です。また、就職試験、進学試験では、国語の基礎的な知識や表現力が必ず問われていま

す。その意味でも、ぜひしっかり勉強して欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

教科 科目 単位数 学年 学科 区分 使用教科書 

国語 現代文Ａ ２ ３ 

セラミック

デザイン 

電気 機械 

必修 
｢現代文Ａ｣ 

第一学習社 



平成３１年度 

現代文Ａ指導計画案 

 

現代文Ａ 
セラミック・デザイン 

電気・機械  
２単位 

 

１ 学習計画 

 

学

期 
学 習 内 容 

学

期 
学 習 内 容 

学

期 
学 習 内 容 

１ 

学

期 

１ 新しい発見 

○福田哲夫 

「なぜ“コロンブスの卵”を

描くのか」 

２ 小説を読む 

○いしいしんじ 

「調律師のるみ子さん」 

３ 言語と文化 

○飯田朝子 

 「数え方で磨く日本語」 

○阿刀田高 

「犬も歩けば棒に当たる」 

 

２ 

学 

期 

１ 詩を味わう 

○中原中也 

 「汚れつちまつた悲しみに

…」 

○宮沢賢治 

 「永訣の朝」 

２ 小説を読む 

○内海隆一郎 

「相棒」 

３ 人間と文化 

○河合隼雄 

「花女房」 

４ 小説を読む 

○芥川龍之介 

「鼻」  

３ 

学

期 

１社会と文化 

○千松信也 

 「クマを変えてしまう 

人間」 

２小節を読む 

○魚住直子 

「卒業」 

 

 

言語活動 

・研究発表のしかた 

言語活動 

・要約のしかた 

言語活動 

・意見文の書き方 

 


